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全
日
本
大
学
野
球
で
も

１０
年
ぶ
り
に

頂
点
ヘ

準
決
勝
は
首
都
大
学
野
球

の
覇
者
日
本
体
育
大
に
６
１

１
と
快
勝
。
６
月
１９
日
の
決

勝
戦
で
は
、
強
豪
の
東
北
福

祉
大
を
、
４
番
主
砲
副
島
選

手
の
本
塁
打
、
切
れ
目
の
な

い
打
線
、
分
厚
い
攻
撃
、
二

番
手
矢
野
投
手
の
快
速
球
で

反
撃
を
断
ち
、
９
１
５
で
破
っ

た
。
「
強
い
法
政
大
」

の
復

活
を
印
象
づ
け
る
も
の
と
な
っ

た
。７
月
２７
日
夜
、
新
高
輪
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
こ
の
二
つ

の
優
勝
を
祝
し
て
大
学

ｏ
０

Ｂ
挙
げ
て
盛
大
に
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
た
。
社
会
学
部
同

窓
会
か
ら
も
遠
藤
伸
男

。
河

村
正
作

・
鈴
木
章
孔
各
副
会

長
、
原
春
夫
理
事
が
参
加
し

た
。

東
京
六
大
学
野
球
％
春
季

リ
ー
グ
戦
で
、
法
政
大
が
秋

春
二
季
連
続
、
昭
和
５
年
秋

の
初
優
勝
以
来
、
通
算
３５
度

目
の
Ｖ
を
飾

っ
た
。

今
季
は
苦
し
い
シ
ー
ズ
ン

で
あ

っ
た
。
初
戦
の
立
教
大

は
二
戦
と
も
難
な
く
下
し
た

が
、
次
の
慶
應
大
に
は
土
壇

場
の
サ
ョ
ナ
ラ
勝
ち
で
二
勝

一
敗
。
東
京
大
は
二
戦
と
も

逆
転
勝
ち
、
早
稲
田
大
に
は

苦
戦
を
強
い
ら
れ
、　
一
勝
二

敗
で
勝
ち
点
を
落
と
し
、
二

位
転
落
。
明
治
大
と
の
戦
い

に
賭
け
、　
一
回
戦
劣
勢
を
跳

ね
返
し
て
逆
転
勝
ち
、
二
回

戦
は
緊
迫
し
た
投
手
戦
と
な

り
、
延
長
Ｈ
回
裏
二
死
満
塁

の
好
機
に
粘
り
に
粘
っ
て
押

し
出
し
四
球
を
選
び
、
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
。
早
慶
戦
の
結
果

待
ち
と
な
り
、
早
稲
田
大
が

一
敗
を
喫
し
た
た
め
、
勝
率

で
上
回
っ
た
法
政
大
の
優
勝

が
決
ま
っ
た
。

今
季
の
法
撃
△
揮
齢
中
は
、

抜
き
ん
で
た
選
手
こ
そ
い
な

か
っ
た
が
、
他
大
学
よ
リ
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
良
か
っ
た
。

就
任
２
年
目
の
山
中
正
竹
監

督

（
２７
年
前
の
胴
上
げ
曇
＋
）

の
指
導
の
も
と
、
選
手
に
自

立
心
が
芽
生
え
、
個
々
の
選

手
が
主
役
意
識
を
も
っ
て
、

自
分
の
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

自
主
的
に

「考
え
る
野
球
」

が
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
た

こ
と
―
―
こ
れ
が
勝
因
だ
と

評
さ
れ
て
い
る
。

５
月
３‐
日
、
恒
例
の
、
神

宮
か
ら
の
優
勝
パ
レ
ー
ド
と

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
祝

勝
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

日
本

一
の
栄
冠
に
も
輝
く

６
月
１０
日
か
ら
神
宮
球
場

で
開
催
さ
れ
た
第
４４
回
全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
で
、

法
政
大
は
投
打
に
わ
た
っ
て

主
役
が
活
躍
し
、
１０
年
ぶ
り

単
独
最
多
と
な
る
７
度
目
の

栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

第

一
シ
ー
ド
の
優
勝
候
補

に
挙
げ
ら
れ
た
法
政
大
は
、

二
回
戦
か
ら
登
場
し
、
大
阪

澪孟
甲
人
に
濡
丼
月１７
安
打
で
１４
‐

３
と
大
勝
。
つ
づ
く
準
々
決

勝
対
創
価
大
戦
は
、
相
手
打

線
を
１
点
に
押
さ
え
る
浜
田

投
手
の
好
投
と
連
日
の
打
線

の
爆
発
で
８
１
１
の
８
回
コ
ー

ル
ド
勝
ち
。

ま:轡鶴

蒻

法
大
Ｏ
Ｂ
の
自茎
彙
種
判
事
就
任

本
年
二
月
、
法
政
大
学
法

学
部
講
師
と
し
て
四
〇
年
間
、

民
法

（債
権
法
）
の
ゼ
ミ
を

担
当
し
て
き
た
遠
藤
光
男
氏

が
最
高
裁
判
事
に
就
任
さ
れ

た
「
遠
藤
氏
は

一
九
五
二
年

の
法
大
法
学
部
卒
で
弁
護
士

と
し
て
法
曹
実
務
の
第

一
線

で
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
で
あ

る
。
法
政
大
学
の
法
学
に
対

す
る
社
会
的
評
価
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
り
、
法
政
大
学
総
体

と
し
て
の
名
誉
で
あ
ろ
う
。

遠
藤
氏
は
、
二
月
に
開
か

れ
た
法
大
関
係
者
に
よ
る
祝

賀
会
の
席
上
、
「
そ
の
職
責

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
る
。
官
学
出
身
者

が
多
い
こ
の
世
界
で
、
孤
軍

奮
闘
の
心
意
気
で
頑
張

っ
て

行
き
た
い
」
と
語
ら
れ
た
。

祝賀会での遠藤氏


